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湯田中学校

・山口市は西の京と謳われている。
・明治維新策源の地である。
・山口県の県庁所在地がある。
・山陽路随一の湯量を誇る湯田温泉が
有名で多くの観光客が訪れる。

山口県山口市と湯田中学校の紹介

湯田中学校は山口市のほぼ中央部に位置
全校生徒 ２60名（H３０.９月末現在）
校 訓 「正しく 強く 仲よく」

山口市

山口市のコミュニティ・スクール設置の経過

Ｈ２３年度 ６０．８％
Ｈ２４年度 ９４．１％
Ｈ２５年度 １００％

（参考）山口県のコミュニティ・スクールの設置の経緯
Ｈ２３年度 １７．２％
H２４年度 ２９．５％
H２５年度 ６５．５％
Ｈ２６年度 ８０．１％
Ｈ２７年度 ９０．２％
Ｈ２８年度 １００％

コミュニティ・スクールとは

コミュニティ・スクールとは

学校と保護者、地域の方々がともに知恵を出
し合い、学校運営に意見を反映させることで、
一緒に協働しながら子どもたちの豊かな成長を
支え、「地域とともにある学校づくりを進める」
仕組み

（集まる）・（参画する） 無理をせず・楽しく
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湯田中生徒の特色と課題

【 特 色 】
■礼儀正しさ

■「み・そ・あ・じ」

（特に挨拶・掃除）

■協調性

■規律（校則）

■明るさ

■地域行事への参加

【 課 題 】
■自己肯定感

■コミュニケーション力

■学力の二極化

（家庭学習の定着）

■「み・そ・あ・じ」

（特に時間・人権）

■食生活の偏り

なぜ、コミュニティ・スクールを導入したのか

１ 子どもたちに、これからの時代を生き抜く力を育
成するため

２ 学校、家庭、地域がめざす子ども像、目標、課題
を共有し、協働活動を推進するため

３ 子どもたちの自己肯定感、自己有用感、ふるさと
を愛する心を醸成するため

４ 教員の授業改善に生かすため

［校 章］

学校教育目標
山口市立湯田中学校

湯田中学校正門には、
地域の方へ「めざす学校像」を伝える掲示板が設置
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学校運営協議会での熟議の様子 コミュニティ･スクールの取組で
大切にしたいこと

地域の声が聞こえてくる

課題解決に向けて協議

地域に開かれた、地域とともにある

学校づくり推進のために、、、

連携と協働が生まれる

学校の課題が見えてくる

地域貢献できる内容検討

学校運営協議会の実施回数と内容（基本６回）

学期・月 内 容

１学期 ４月中旬 委員任命、教職員紹介、学校
経営説明と承認、質疑応答等

６月下旬 学校評価アンケートについて

夏季休業 ８月下旬 小中連携による合同研修会

２学期 ９月下旬 全国学力学習状況調査結果と
今後の対策について

１１月下旬 学校評価アンケートについて

３学期 ２月中旬 学校評価アンケート結果報告、
次年度の計画（案）

その他 協議事項があった場合、臨時に開催

学校と家庭、地域が連携した取組紹介

１ 豊かな心の醸成への取組（開発的生徒指導の推進）
湯田中学校ひろばの取組
花生け（環境づくり）

２ 小中連携の取組
小中合同研修会（小中連携カリキュラム作成）
あいさつ運動、VS活動

３ 学校・家庭・地域（関係機関）との連携
授業評価、見守り活動、少年ﾘｰﾀﾞｰｽﾞ活動、
地域行事への参加・運営、教職員による地域貢献、

４ 家庭・地域へ情報発信（情報共有）
学校（校長室）だよりの発行 （HPによる情報発信）
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「湯田中学校ひろば」 昼休みの様子

乳幼児とお母さんが中学校へ来ています。

１ 豊かな心の醸成への取組

子育て支援交流広場 ちゃ☆ちゃ☆ちゃ
〔活動内容…地域の子育て家庭に対する育児支援を行う〕
[ちゃちゃちゃ]が思うこと…多様化・複雑化する社会
・地域コミュニティの希薄化、人と人とかかわりの弱体化
・子育て世代を取り巻く資源が乏しい。
（同世代、異世代とのつながり）

・児童・生徒と乳幼児との交流の場はもてないだろうか。

「湯田中学校ひろば」がどのように始まったのか。

山口市立湯田中学校
学校が思うこと・・・子どもたちを取り巻く環境の変化

・少子化核家族化地域住民とのつながりが希薄化している。
・生徒たちの豊かな心を育ませたい。
・様々な体験活動によりコミュニケーション力を高めたい。
・生徒たちの自己肯定感、自己有用感を高めたい。

「湯田中学校ひろば」がどのように始まったのか。

子育て支援交流広場
ちゃ☆ちゃ☆ちゃ

山口市立湯田中学校

話し合い

共通理解

乳幼児やお母さんが中
学生と交流をもてない

だろうか。

中学校内に交流の
場を提案、生徒た
ちによい刺激！
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活動内容
●毎週水曜日の１０時～１４時に開設

●昼休みに生徒が乳幼児、お母さんとふれあい・交流

●月に１回程度、お母さん等を対象にした講座

ラ
ン
チ
タ
イ
ム

講
座

自
由
時
間

ふ
れ
あ
い

交
流
タ
イ
ム

自
由
時
間

湯田中学校ひろばの１日の流れ

１３：３０

１３：００

１２：３０

１１：３０ １４：００

自
由
時
間

１０：３０

１０：００

昼休みの様子

昼休みの様子
英語科教員とＡＬＴによる「ハロウィンパーティー」

活動内容の充実･･･月1回程度講座開設
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湯田小学校の栄養教諭による食育講話と給食試食会 「フラワーアレジメント」講座

スクールカウンセラーによる「タッピングタッチ講座」 取組から見えてきたこと
生徒たちの感想

・普段、赤ちゃんとかかわることがなく、昼休みや
休み時間に赤ちゃんとふれあうことができるので、
とても楽しい時間を過ごすことができます。
・赤ちゃんとふれあうことが楽しくて、午後の授業
も頑張ろうと思います。
・赤ちゃんが笑うととてもかわいくて、うれしくな
ります。
・遊んでほしそうにおもちゃをもって
くるので、かわいいなあと思います。
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取組から見えてきたこと
母親の感想
・普段、接する機会のない中学生とふれあうことが
でき、子どもも良い刺激になっていると思います。
・中学生や先生方、お年寄りの方ともふれあえる環
境が良いと思います。
・子どもの後ろに台があり、その角に中学生の女の
子がそっと手を添えてくれました。娘にもそんな気
配りのできる人に育ってほしいと思いました。
・子どもを遊ばせながら学べる場があり、子どもを
見守る方もいて、親も不安なく講座を受けることが
できました。
・子どもの入学する中学校がどんな学校なのか、不
安でしたが、学校の様子がわかり、安心しました。

取組から見えてきたこと
教職員の感想
・中学生にとって、母親の役割や家族について、考える
ことのできる時間となっている。（家族愛、人間愛）
・母親（異世代）との会話も進み、交流の場となってい
る。 （コミュニケーション力の育成）
・不登校気味の生徒、人とうまくかかわりがもてない生
徒が乳幼児とふれあう。（居場所づくり、自己存在感）
・赤ちゃんの行動から危険を察知することなど、配慮す
べきことに気づく学習の場となっている。（思いやり）
・赤ちゃんを見ると表情がおだやかになる。

（心の安定）

湯田中学校ひろば相関図

生徒ボランィア
による会場設営

ちゃ☆ちゃ☆ちゃ
との連携

やまぐち路傍
塾を活用した
人形劇

英語科教員と
ＡＬＴによる
講座

地域の生け花
団体（さつき
の会）の方と
の交流

美術科教員
による絵手紙
講座

湯田中学校ひろば

【ＳＬやまぐち号】 【瑠璃光寺五重塔】

関係機関

（教育委員会、
地域交流セン
ター等）

地 域

湯田

中学校

生 徒

ちゃ

ちゃ

ちゃ

赤ちゃん

お母さん

お父さん

花生け（さつきの会）

学校の環境づくりと生徒との交流

１ 豊かな心の醸成への取組
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花生け（さつきの会）

生徒がお手伝い（コミュニケーションの場）

２ 小中連携による取組

湯田小学校・湯田中学校
学校運営協議会・教職員等合同研修会

湯田で育てたい子ども像 共通実践目標

「湯田小・湯田中連携カリキュラム」 一覧表作成

湯田地域全世帯配布
(平成３０年３月）

※地域の方々にも小・中学校
の取組を知っていただき、
地域の子どもたちを見守っ
ていただく。

「湯田で育てたい子ども像」
湯田小・湯田中学校連
携カリキュラム

一覧表
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あいさつ運動

中学生と小学生が一緒にあいさつ運動

湯田地域の清掃（小中連携による）

地域の一員としての奉仕活動（VS活動）

湯田温泉「足湯」の清掃

地域の一員としての奉仕活動（VS活動）

あいさつ運動

地域の方と中学生が一緒にあいさつ運動

３ 学校と家庭、地域(関係機関）との連携
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地域の方による授業参観・授業評価

率直な意見をいただき、授業改善に生かす

見守り活動（湯田地区巡回）

地域の方と中学生が一緒に見守り活動

関係機関との連携

見守り活動 （少年リーダーズ活動）

防犯活動の呼びかけに集まった中学生たち

関係機関との連携

※ 山口警察署生活安全課と連携 防犯のための見守り活動

湯田地区総合避難訓練＆ふれあい安心・安全フェスタ

地域の一員として、地域行事への参加・運営

地域行事を支える
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湯田地区大運動会

地域の一員として、地域行事への参加・運営

地域行事を支える

地域の一員として、地域行事への参加・運営

湯田地区どんど焼き・七草粥

地域行事を支える

「絵手紙講座」
湯田地区にある町内会が中学校で授業を受ける

教職員の地域貢献

夜間、地域の有志による合唱練習(月２回）

教職員の地域貢献
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学校だより【湯田の風】発行

生徒の活動の様子を家庭や地域に情報発信・情報共有
学校を身近な存在ととらえてもらい、協働体制で学校教育活動を推進していく。

４ 家庭・地域へ情報発信

コミュニティ・スクールよる成果

【生徒にとっての成果】

□信頼できる大人と多くの関わりをもち、認めても

らえることで、自己肯定感や他人を思いやる心、

感謝の心など豊かな心が育まれてきた。

□地域の人々に支えられ、学んでいくことで、地域

への愛着が芽生え、地域の担い手としての自覚

が生まれてきた。

□学校での学びがより豊かに、広がりをもってきた。

□学力向上にも結びついている。

□生徒が落ち着き、学校に活気がでてきた。

□あなたは、「ふるさと湯田」が好きですか。

そうである（５４％）

どちらかというとそうである（３８％）

・・・・肯定的な回答率（９２％）

□あなたは、新年度当初に比べて、自分に自

信がもてるようになりましたか。

そうである（５０％）

どちらかというとそうである（４１％）

・・・・肯定的な回答率（９１％）

【生徒による自己評価（Ｈ２８，１２時点）】

よくできて

いる
31%

だいたい

できている
58%

あまりでき

ていない
9%

できて

いない
0% その他

2%

湯田中生は地域の方々に挨拶ができているか
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とてもよい
33%

よい
61%

あまりよく

ない
5%

よくない
0%

その他
1%

湯田中生の登下校時の態度や
様子（服装・身なり・態度）はどうですか

コミュニティ・スクールによる成果

【教職員にとっての成果】

□学校運営協議会委員の方々との授業反省会

を通じて、授業改善に向けて参考になっている。

□「湯田中学校ひろば」を通して、「是非、講座を企

画してみたい」という教員が増えてきた。

地域への貢献

□地域との連携・協働の必要性を再認識し始める

とともに、学校支援に対して感謝するようになっ

た（学校の活性化 等）

コミュニティ・スクールによる成果

【地域住民にとっての成果】

□学校運営への参画、学校支援等を通じて、地域

の方々の自己有用感や生きがいにつながってい

る。

□学校を核として地域の方々が集うことにより、学

校が地域のよりどころとなっている。

□学校を拠点とした子育てへの安心感・地元の学

校への信頼感が芽生えてきた。

学校運営協議会委員の方々の感想

■学校を訪れる機会が多く作られているので、保護

者・地域・生徒との距離も近くなりました。生徒は思

いやりの心が着実に育っていると思います。

■校長先生や諸先生方のご尽力により、地域との連

携が一段と進んできたように感じています。私自身

も学校に足を運ぶ機会が増えて、嬉しく思っていま

す。先生方と学校運営協議会委員との信頼関係が

生まれてきたようにも感じています。

■地域とのつながりをより強く感じるようになりました。

子どもたちが自信をもつようになり、自分自身も役に

たつ喜びを感じています。
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ご清聴ありがとうございました


